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活動団体  NPO 法人頴娃おこそ会  

役職   

氏名  福島  花咲里（かざり） 

着任日  令和２年 2 月 1 日  

 

活動月  令和２年 8 月（着任 7 ヶ月） 

主な活動  1．NPO 法人頴娃おこそ会による「空き家再生研究所」 

2．地域おこし協力隊の募集が始まりました！ 

 

１．NPO 法人頴娃おこそ会による「空き家再生研究所」 

南九州市頴娃町を拠点に 9 軒の空き家・古民家を再生してきた NPO 法人頴娃おこそ

会で、10 軒目の空き家再生となるプロジェクト「空き家再生研究所」がスタートしました。 

（物件があるのは別府地区公民館の近くです。わたしは記録係として参加） 

これまで DIY を中心に、いい意味で素人目線を活かした空き家再生を行ってきたおこそ会

ですが、今回はプロと素人の融合を意識した空き家再生を行っていきます。 

今月半ばには解体・空き家再生ワークショップを開催。講師にプロの大工と建築士を迎え、

古民家ならではのクセのある建物との付き合い方や断熱の重要性などについて、実際の空き

家に手を加えながら学んでいきました。 

これまで再生された物件はゲストハウスやシェアハウス、住居やコミュニティスペースとして活用

されていますが、今回の物件は今のところ具体的な活用方法は決まっていません。プロジェクト

名の「研究所」という言葉が表すように、様々な可能性を秘めている物件です。 

今後の動向もお楽しみに！ 
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2．地域おこし協力隊の募集が始まりました！ 

 南九州市で 7・8 人目の隊員となる地域おこし協力隊の募集が始まりました。これまで当市

では 6 名の隊員が着任し、3 名が卒業。3 名が現役の隊員として活動しています。 

 今回募集するのは「農業分野」と「観光分野」で 1 名ずつの合計 2 名。農業分野では川

辺にある道の駅やすらぎの郷での勤務からスタートし、移住者ならではの視点を活かしながら

「農業×〇〇」の可能性を探っていきます。観光分野では 4 月にリニューアルした南九州市観

光協会からスタートし、観光に関わる分野での創業・生業づくりを目指します。 

募集要項作成には、わたしも関わらせてもらいました。文章でまとめる作業は経験があるもの

の、ポスター作成といったデザイン部分は力量不足だったので、協力隊 OB でデザイナーの前迫

さんに協力してもらいフィードバックをもらいながら、なんとか完成させることができました。 

南九州市への移住を検討中の方にとって、地域おこし協力隊が 1 つの選択肢になれば嬉

しいです。 

 

▼地域おこし協力地募集要項について 

https://ei-go.jp/bosyu202008 
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